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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜患者様連絡事項＞
・蛭名　豊美様～主治医より、保護者が退院を許可したのであれば退院を進めてよいとの

指示を受けている為、担当スタッフは担当SW、チームリーダーと相談し

進めて下さい。

・中川原　義雄様～夜間の睡眠が十分確保出来ていない為、本日就床前薬よりエスタゾラ

ム(2)(睡眠薬)1T 1×vds　以後定期処方となっています。
・松林　政道様～本日13:00～7/22(月)18:00まで外泊へ行かれています。その際、御家族

　　　　　　　　へ地域復帰支援検討会が7/24(火)11:00～となる事お伝えしています。
・戸鎖　真由美様～保護者より本人様の状態も落ち着いており、本人様の父様が末期癌で余命も半年程と宣告されている為、主治医と退院に向け話し合いたいとの事。保護者は平日であれば16:00以降であれば可能である事を7/23(月)主治医へ情報提供して下さい。
＜要注目患者様ケース検討＞
・藤井　博様～SSTへ拒否無く参加されていますが「SSTの意味が分からない。自分は天涯

孤独だし帰る場所もない。退院後も目標を持っている訳では無いしやっても意味がない。以前主治医、Ns、SWへ話したが与えられた事には応じるが、こちらに目標や目的を求められても困る。頭も肝臓も異常無いし自分は酒さえ断てれば良いのでそれ以外は必要ない」と話されています。

退院後の生活環境や、日中の過ごし方等、具体的に決まっていない事によ

　　　　　　　り目的を見出す事が出来ない印象が強いです。退院後の生活や過ごし方等

具体的にし目標を持つ事で、プログラムへの取り組む姿勢に変化が見られ

る可能性もあるので、退院後の生活環境の検討が必要と思われます。

・佐々木　淳様～昨日は女性スタッフの介入時に行動や口調に荒さが出たり、不機嫌な対

　　　　　　　　応を取る事がありますが、本日も女性スタッフ介入時にも易怒的となる

事があり、その後ぶつぶつと独語しています。女性スタッフ介入時易怒
的となる事が多い為、対応困難な場合は男性スタッフに間に入って貰い
対応していきましょう。
・中川原　義雄様～昨日は、ニヤツキ見られていたり、他者がテレビを観ているにも関わらず、断る事もなくチャンネルを替える事があります。他者トラブルには至っていません。　　　　　　　　　

SSTの際に２回程トイレに行かれ、そのまま途中退席しています。痔の痛みを訴えられ臥床していましたが、頻回に喫煙しに行かれています。


自己中心的な言動も見られ他者とのトラブルへ発展する可能性は依然高い為、精神症状(気分の変動)、他患者様への接した際は注意し観察していきましょう。
＜橘Ns受け持ち患者様　ケアプラン評価＞
・豊巻　薫様～入浴回数が少ない事から、今月よりケアプランに♯2「入浴拒否があり保清が保てない」を追加し、セルフモニタリングも連動し本人様に行って頂いています。入浴拒否の際、｢下痢しているから･･･｣等と話される事ありますが、アプローチの回数を増やす等工夫し、入浴が出来る様に介入して行きましょう。食事は、常食・キザミ、魚禁に変更してから、残食が減ってきています。　　　　　　　　　
